
水素エネルギー Weekly Intelligence Report | 2026-08-01 | Page 1

水素エネルギー
Weekly Intelligence Report
2026-08-01 | 52件 | 14カ国
troy-technical.jp

今週のキーワード

水素経済加速
米中政策、電解槽量産、新技術が市場を牽引

52
件

記事数

14
カ国

対象国

10
GW

電解槽製造

3.00
ドル/kg

米税額控除

今週の全52記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
PEM電解装置リサイク
ル

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○

PEM電解装置から貴金属とPFAS膜を構造維持したま
まリサイクルする新スプレージェット法が開発され、
コスト削減と環境負荷低減に貢献。

#02 液体水素大規模貯蔵 技術報告
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

DOEが液体水素の極低温貯蔵と塩岩空洞による大規模
地中貯蔵技術の進展を発表、水素経済の供給安定化に
貢献。

#04 中国PEM電解装置量産 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

中国Shuntian Equipmentが国内初の全自動PEM電解
装置生産ラインを納入し、ギガワット級量産体制を確
立、グリーン水素製造を加速。

#05
天然水素と安価な生成
法

トレンド
記事

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●○○
○

地球深部の天然水素と安価な水からの水素生成法が注
目され、大型モビリティ燃料としての水素の可能性を
拡大。

#06 新たな水素市場の台頭 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

DOEがデータセンター、港湾、鉄鋼、大型トラックな
ど新たな水素市場の台頭を発表、産業脱炭素化の鍵に
。

#07 水素燃料の長期貯蔵 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Ossila論文が水素の長期貯蔵と脱炭素化の鍵としての
可能性を強調、既存ガス網活用による普及も視野に。

#08 多様な水素生産経路 技術報告
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○

DOEが天然ガス、原子力、バイオマス、再生可能エネ
ルギーなど多様な水素生産経路を公開、エネルギー供
給の多様化を推進。

#09 洋上風力と水素生産 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

TU Delftが北海の洋上風力と連携した大規模水素生産
・エネルギーアイランド構想を推進、欧州のクリーン
エネルギーインフラの要に。

#11
インド電解装置1GW計
画

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

インドと中国企業が5MW加圧アルカリ水電解装置のF
ATに成功、インド国内で1GW生産能力拡大を計画し
、グリーン水素経済を推進。

#12
CuAu合金触媒で水素
生産

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

CuAu合金触媒がバイオマス由来HMFの電解酸化でOE
Rを回避し、超低電圧バイポーラ水素生産と高付加価
値化を同時に実現。

#13 電解装置技術比較 技術比較
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

SOEC、AEM、PEM電解装置がそれぞれ異なる市場ニ
ッチに対応し、高効率産業生産から変動再生可能エネ
ルギー統合まで多様なニーズを満たす。

#14 電解装置の脱炭素貢献 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Enerziが水素電解装置による余剰再生可能電力の水素
貯蔵と、鉄鋼・セメント・化学産業の脱炭素化への貢
献を強調。
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新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 NiFe触媒性能50%向上 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

韓国研究者がNiFe触媒にアルミニウムを組み込み、ア
ルカリ水電解のOER効率を約50%向上させ、クリーン
水素生産コスト削減に貢献。

#16 水素貯蔵技術と企業 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Patsnapが水素貯蔵技術を高圧、極低温、化学キャリ
ア、固体材料の4ルートに分類し、主要企業を紹介。

#18
膜不使用DEFT水素生
産

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ヨハネスブルグ大学が膜不使用のDEFT水素生産技術
を開発、従来の膜ベースシステムよりコストを大幅削
減する可能性。

#19 PEC水分解で直接水素 技術報告
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

DOEが太陽光と半導体材料を用いた直接水素生産「光
電気化学（PEC）水分解」技術を推進、ゼロエミッシ
ョン水素のフロンティアを開拓。

#20 インド電解装置リース 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

インド政府が再生可能水素消費促進のため「電解装置
リース」イニシアチブを計画、初期導入障壁を低減し
グリーン水素普及を加速。

#21
マテリアルハンドリン
グ向け貯蔵

技術目標
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

DOEがマテリアルハンドリング機器向け水素貯蔵シス
テムの技術目標を公開、水素容量、コスト、耐久性な
ど詳細なパラメータを設定。

#22 水不要・高温FC膜 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

オーストラリアで水不要・高温（250°C）動作可能な
新型燃料電池膜が開発され、水管理システム不要で効
率向上とコスト削減に貢献。

#23 インド水素普及課題 市場概観
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

インドのグリーン水素は需要600万MTに対し生産能力
2万MT未満だが、電解装置コスト60%削減で市場機会
が拡大。

#24 ドイツZBTの研究推進 研究機関
紹介

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

ドイツZBTが燃料電池、水素技術、電解プロセスに関
する欧州有数の研究機関として、自動車用途や定置型
発電のR&D;を推進。

#25 廃プラから水素生成 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

UCLAが分別不要なプラスチック廃棄物から90%超純
度の水素を低温で生成するATT法を開発、炭素も固体
で捕捉し循環経済に貢献。

#26 電解槽汚染問題 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

クロルアルカリ電解槽におけるCa2+・Mg2+汚染が
セル電圧増加、効率低下、膜劣化を引き起こし、対策
が重要。

#27 船舶向け水素安全性 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○

DTUが船舶向け水素利用の安全性評価新手法を開発、
液化水素燃料タンクのシミュレーション設計を提案し
、海運の安全な脱炭素化を推進。

#28 Plug Power市場関心 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

水素燃料電池大手Plug Powerがソーシャルメディア
で高い注目度を維持、市場の同社への関心と活発な議
論を示す。

#29 OMVペトロム業績 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●○○○

○

OMVペトロムが2026年上半期に堅調な業績を発表、
再生可能エネルギー・水素事業への戦略的転換を加速
。

#30 電解槽製造能力の課題 市場概観
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

世界の電解槽製造能力は年間8-10GWだが、2030年
目標達成には100-200GWが必要。サプライチェーン
課題とコスト削減が鍵。

#31 インド水素目標遅延 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

インドの2030年グリーン水素目標5MTPAに対し現状
1万トン未満で遅延。SIGHTスキームで電解槽製造と
生産を加速へ。

#32
チリのグリーンアンモ
ニア

市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

チリで総額47億ドルのグリーンアンモニアプロジェク
ト「Acuario」など再生可能水素関連プロジェクトが
環境審査通過、南米のハブ形成を加速。

#33 H2Gen低コスト水素 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Utility Globalが水と工業排ガスから電気不要で低コス
トクリーン水素を生成する「H2Gen」技術で1億ドル
調達、世界展開を加速。

#34
HODBox™オンデマン
ド水素

製品紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

Kinetic7がオンデマンド水素生産システム「HODBox
™」を開発、高圧貯蔵不要で欧州のエネルギー安全保
障に貢献。
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#35 米国水素ハブ資金承認 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

米国DOEがMACH2とHH2Hに水素ハブ資金を承認す
るも、29.5億ドルの融資撤回で一部ハブが崩壊、政策
選別とリスク調整を示唆。

#36
グリーン水素産業規模
化

市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

グリーン水素生産が産業規模へ移行、電解槽ギガファ
クトリーとAIプロセス制御が効率を加速するも、資金
調達と許認可が課題。

#37
中国グリーン水素・石
炭化学

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

新疆天科隆化学がハミ市で61億元超のグリーン水素・
石炭化学統合プロジェクトを推進、年間6.2万トンの
グリーン水素を生産。

#38 フランス水素補助金 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

フランス政府が3つの電解水素プロジェクトに15年間
で7.78億ユーロの補助金を交付、計455MWの容量を
支援し産業脱炭素化を加速。

#39 英国水素経済貢献 政策提言
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

英国HEA報告書、水素エネルギー活用で2050年まで
に年間460億ポンドの経済貢献と41万人の雇用創出の
可能性を指摘。

#40 Plug Power財務改善 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○

Plug Powerが2026年Q1に売上高22%増、売上総利
益率を-13%に改善。Q4のEBITDAS黒字化を目指す
。

#41 SAF製造技術PIVOT 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

LydianがBill Gates主導で4300万ドル調達、CO2と水
素からSAFを製造する「PIVOT」技術を商業化へ、設
備コスト50%削減を目指す。

#42 モロッコGアンモニア 政策発表
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

米国USTDAがモロッコORNXのグリーンアンモニア大
規模生産プラント予備調査に助成金を交付、モロッコ
のハブ形成を支援。

#43
中国統合型水素プラン
ト

製品紹介
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

中国江蘇省如東沖で400MW太陽光・60MW/120MW
h蓄電池・年間482トン水素生産の世界最大級統合型
プラントが稼働。

#44
HydoTech低コスト水
素

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

HydoTechがシリーズB+資金調達を完了、Aramco V
enturesが追加投資し、2ドル/kgのグリーン水素生産
目標を強化。

#45 インド水素車両展開 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

インド政府がNGHMの下、70台の水素動力車両と16
箇所の充填ステーション展開に4.1億ルピーのパイロ
ットプロジェクトを承認。

#46 SMR統合水素生産 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

NewHydrogenがThermoLoop™技術をSMRと統合し
1GW超規模のクリーン水素生産を計画、重工業の脱炭
素化と低コスト化を目指す。

#47 核融合炉開発資金 企業戦略
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○

Commonwealth Fusion Systemsが核融合炉開発向
けに10億ドル調達、温室効果ガス・核廃棄物ゼロのエ
ネルギー商業化を加速。

#48 チリ水素会議 市場概観
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Hyvolution Chile 2026会議がチリのグリーン水素プ
ロジェクト資金調達、規制、インフラ整備を推進する
パネルディスカッションを開催。

#49
ドイツ水素トラック補
助金

政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ドイツ政府が水素トラック購入に最大80%の補助金を
交付、バッテリー電気トラックを優遇せず市場に影響
。

#50 中国水素政策転換 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

中国が第15次五カ年計画で水素政策を転換、強制消費
評価と混合基準導入で数千万トン規模のグリーン水素
需要を創出へ。

#51
thyssenkrupp電解槽
買収

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

thyssenkrupp nuceraが高圧アルカリ電解槽技術を買
収し、豪州PGSの1.4GW電解槽プロジェクトの優先サ
プライヤーに選定。

#52 米国45V税額控除 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

米国DOEがIRAに基づくクリーン水素生産税額控除「
45V」のリソースを公開、最大3.00ドル/kgのインセ
ンティブを提供。

#53 チリ天然水素探査 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

チリのアルティプラノ地域で天然（白色）水素の探査
が進展、グリーン水素を補完する低炭素資源として低
コスト化の可能性。
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#54 欧州水素データ公開 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○

欧州水素観測所が2025年FCEV台数、2026年5月時点
の充填ステーション数、電解槽製造能力など最新デー
タセットを公開。

#55
欧州水素銀行オークシ
ョン

政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

欧州水素銀行が第3回オークションで9プロジェクトに
10億ユーロ超のインセンティブを付与、合計1.1GW
の電解槽容量を支援。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 米国と中国の水素政策転換は、貴社のグローバル戦略にどのような影響を与えるか？
米国IRAの45V税額控除は最大3ドル/kgのインセンティブ、中国は第15次五カ年計画で強制消費評価と混合基準を導入し
数千万トン規模の需要創出を計画。両国ともグリーン水素市場を強力に形成しようとしており、日本企業はこれらの政策
動向を注視し、市場参入やサプライチェーン戦略を見直す必要がある。

❷ プラスチック廃棄物からの水素製造や水不要燃料電池膜など、革新的技術は既存のサプライチェーン
を破壊するか？
UCLAのATT法は分別不要で低温、高純度水素を生成し、廃棄物問題とエネルギー問題を同時に解決する可能性。オースト
ラリアの新型燃料電池膜は水管理システム不要で高温動作可能。これらのブレークスルーは、従来の電解装置や燃料電池
の設計前提を根本から変え、既存の材料メーカーやシステムインテグレーターに大きな影響を与える可能性がある。

❸ 貴社は電解槽のギガファクトリー化とAI活用によるコスト競争力向上に対応できているか？
中国Shuntian Equipmentが国内初の全自動PEM電解装置生産ラインを稼働させ、ギガワット級量産体制を確立。世界の
電解槽製造能力は年間8-10GWに拡大し、AIプロセス制御やデジタルツインモニタリングの導入で効率が加速している。
日本の電解槽メーカーや部品サプライヤーは、このグローバルなコスト競争と生産規模拡大のトレンドにどう対応するか
、早急な戦略策定が求められる。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

中国需要
米国IRA

新市場 電解槽量産

廃プラ水素

新FC膜

中国PEM貴金属回収

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 中国需要 注意 巨大市場参入、技術輸出 競争激化、技術標準化

● 米国IRA 注意 米市場参入、投資機会 競争激化、現地化要求

● 新市場 注意 新規事業開拓、部品供給 競合参入、技術要求

● 電解槽量産 注意 部品供給、技術提携 コスト競争、サプライチェーン

● 廃プラ水素 機会大 新規材料調達、廃棄物処理 —
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● 新FC膜 機会大 膜材料開発、FC設計革新 —

● 中国PEM 脅威大 — コスト競争激化、市場奪取

● 貴金属回収 参考 リサイクル技術導入 —



水素エネルギー Weekly Intelligence Report | 2026-08-01 | Page 7

深掘り ① ― 米国IRA「45V」税額控除が水素市場を牽引
#52 | 2026/07/29 | Department of Energy (DOE) | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

米国エネルギー省（DOE）は、インフレ削減法（IRA）に基づくクリーン水素生産税額控除「45V」の詳細なリソース
を公開しました。この制度は、クリーン水素生産に対し最大3.00ドル/kgのインセンティブを10年間提供するもので、
水素生産プロセスの炭素強度に応じて4段階に分かれています。排出量測定には45VH2-GREETモデルが使用され、電
力使用にはエネルギー属性証明書（EAC）の利用が検討されています。

この強力な財政支援は、米国内での電解槽製造、再生可能エネルギープロジェクト、および水素インフラの発展を加速
させ、クリーン水素の経済性を大幅に改善します。特に、排出量が0.45kg CO2e/kg H2未満の水素には最大の控除が
適用され、真にクリーンな水素生産を奨励する設計となっています。これにより、米国のクリーンエネルギーサプライ
チェーンにおける競争力強化が期待されます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】米国IRAの45V税額控除は、日本の水素関連企業にとって米国市場への参入や共同事業開発の
大きな機会となります。特に、電解槽、燃料電池、水素貯蔵・輸送技術を持つ企業は、このインセンテ
ィブを活用して競争優位を確立できる可能性があります。ただし、EACのガイドラインや現地調達要件
など、詳細な条件を早期に把握し、戦略を練る必要があります。最大3.00ドル/kgというインセンティ
ブは、現在の水素生産コストを大きく下回るため、米国内での水素価格競争力を劇的に高めるでしょう
。これは、日本から米国への水素輸出を検討している企業にとっては【脅威】となり得ます。米国の政
策動向は、グローバルな水素市場の形成に大きな影響を与えるため、日本の政策立案者もこれをモデル
ケースとして研究し、国内産業支援策を強化すべきです。

深掘り ② ― 廃プラから高純度水素を生成するATT法が開発
#25 | 2026/07/29 | ScienceAlert | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

UCLAの研究者らが、最も一般的な3種類のプラスチック廃棄物から、分別不要で90%以上の純度を持つ水素ガスを直
接生成する「アルカリ熱処理（ATT）」という革新的な方法を開発しました。このプロセスは、既存の水素製造方法よ
りも300〜400°C低い温度で機能し、炭素副産物の大部分（75%）を固体として捕捉します。

ATT法は、プラスチックが分解される際に生成される炭素をガス化させずに固体として効率的に捕捉できる点が鍵です
。これにより、高純度の水素ガスを直接得られるだけでなく、低温動作でエネルギー消費を削減し、CO2排出量を最小
限に抑えます。捕捉された固体炭素は、建材や複合材料などの用途で再利用される可能性も秘めています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】このATT技術は、プラスチック廃棄物問題とクリーンエネルギー生産の課題を同時に解決する
画期的なブレークスルーです。分別不要という特性は、廃棄物処理のコストと複雑さを劇的に低減し、
日本の廃棄物処理産業や化学メーカーにとって新たなビジネスモデルを創出する機会となります。低温
動作と炭素捕捉は、エネルギー効率と環境負荷低減の両面で優位性があり、従来の電解水素製造とは異
なる低コスト水素源となる可能性があります。ただし、現状は基礎研究段階であり、商業規模での安定
性、耐久性、処理能力、そして生成される水素の品質（不純物レベル）に関する詳細な検証が必要です
。特に、多様なプラスチック混合物に対するロバスト性や、固体炭素の有効活用方法の確立が実用化に
向けた課題となるでしょう。【脅威】既存の電解装置メーカーや水素サプライヤーにとっては、将来的
な競争環境の変化をもたらす可能性があり、技術動向を注視し、自社のポートフォリオ戦略を再検討す
る必要があります。
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深掘り ③ ― 中国、世界最大級の太陽光-水素統合プラント稼働
#43 | 2026/07/24 | YouTube (The B1M) | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

中国江蘇省如東沖で、世界最大規模の統合型太陽光-水素貯蔵プラントが稼働を開始しました。このシステムは、400M
Wの太陽光発電、60MW/120MWhのバッテリー貯蔵、そして年間482トンの高純度グリーン水素を生産するプラント
を統合しています。余剰太陽光発電を直接電解槽に供給することで、送電損失を削減し、システム全体の効率を向上さ
せています。

生産された高純度水素は、地域の製鉄所、化学工場、輸送システムに供給され、重工業の脱炭素化に大きく貢献します
。このプラントは、再生可能エネルギーの変動性という課題を克服し、効率的なエネルギー供給と産業の脱炭素化を両
立させるモデルケースとして注目されています。中国のこの動きは、グローバルなエネルギー転換におけるリーダーシ
ップを象徴するものです。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】中国におけるこの大規模統合型プラントの稼働は、再生可能エネルギーと水素生産の連携モデ
ルとして、日本の電力会社、重工メーカー、プラントエンジニアリング企業にとって重要な参考事例と
なります。特に、直流直接供給による送電ロス削減は、今後のプラント設計において検討すべき技術的
優位性を示唆しています。日本の企業は、このような大規模プロジェクトの計画・実行ノウハウを学ぶ
ことで、国内および海外でのグリーン水素プロジェクト参画の機会を広げることができます。【脅威】
中国がこのような大規模プロジェクトを次々と実現することで、グリーン水素の生産コスト競争力にお
いて優位に立つ可能性があり、日本の水素関連産業は、その技術力とコスト競争力を一層強化する必要
があります。特に、電解槽や蓄電池のサプライチェーンにおける中国のプレゼンスの高まりは、日本の
部品メーカーにとって脅威となり得ます。運用データや効率性に関する詳細な情報収集が急務です。

その他の注目記事
インドAdvait Greenergyと中国GuofuHee、5MW加圧アルカリ水電解装置の工場受け入れ試験に成功、インド国内生産1GWへ拡大計画
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

インドのグリーン水素市場が中国技術との連携で急速に拡大。日本の電解装置メーカーはインド市場への参入戦略と競
争力強化が急務。

CuAu合金電極触媒がバイオマス高付加価値化と超低電圧バイポーラ水素生産を可能に、セル電圧大幅削減
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○

バイオマスからの水素生産と高付加価値化学品生成を両立するブレークスルー。日本の触媒・材料メーカーは基礎研究
動向を注視し、将来の技術ポートフォリオを検討すべき。

韓国研究者、ニッケル鉄触媒にアルミニウムを組み込みクリーン水素生産性能を約50%向上
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

アルカリ水電解の効率を50%向上させる低コスト触媒開発は、グリーン水素のコスト削減に直結。日本の電解装置・触
媒メーカーは競合技術として詳細を分析すべき。

NewHydrogen、核動力クリーン水素ソリューション「ThermoLoop™」をSMRと統合し1GW超規模生産へ
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

SMRの熱を利用した熱分解水素生産は、安定供給可能な低コスト水素源として重工業の脱炭素化を加速する可能性。日
本の重工・電力会社は技術提携や導入を検討すべき。

thyssenkrupp nucera、Green Hydrogen Systemsから高圧アルカリ電解槽技術を買収し、豪州PGSの1.4GW電解槽プロジェクトの優先サプライヤーに選定
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
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電解槽市場の再編と大規模プロジェクトの具体化が進む。日本の電解槽メーカーは、M&A;や技術提携を通じて競争力
を強化する必要がある。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】米国IRA「45V」税額控除の最新ガイドラインを調査し、米国市場参入の可能性とリスクを評価す
る。

• 【調達】中国の電解槽メーカーの生産能力とコスト競争力に関する情報を収集し、サプライヤー候補リストを更
新する。

• 【R&D;】廃プラスチックからの水素製造技術（UCLA
ATT法）の論文を精読し、自社技術への応用可能性を検討する。

▍短期（1ヶ月）
• 【半導体PKG/材料】光電気化学（PEC）水分解技術に用いられる半導体材料の動向を調査し、自社材料技術と
のシナジーを検討する。

• 【EV設計/部品】ドイツの水素トラック補助金政策が日本の自動車・部品メーカーに与える影響を分析し、欧州
市場戦略への示唆をまとめる。

• 【R&D;】水不要・高温動作燃料電池膜（オーストラリア研究）の進展を追跡し、次世代燃料電池開発ロードマ
ップへの影響を評価する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】中国の第15次五カ年計画における水素強制消費評価・混合基準の詳細を分析し、中国市場での事
業展開戦略を策定する。

• 【R&D;/経営企画】SMRと熱分解を統合した1GW級水素生産計画（NewHydrogen）の実現可能性を評価し、
日本の重工業脱炭素化への導入を検討する。

• 【調達/R&D;】PEM電解装置からの貴金属・PFASリサイクル技術（デラウェア大学）の商業化動向を注視し、
将来的なサプライチェーンの持続可能性向上策を検討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 デラウェア大学、使用済みPEM電解装置からイリジウム、プラチナ、PFAS膜を効率的にリサイク
ルするスプレージェット法を開発

#02 米国エネルギー省、液体水素の極低温貯蔵と塩岩空洞を利用した大規模地中貯蔵技術の進展を発

表

#04 Shuntian Equipmentが中国初の全自動PEM電解装置生産ラインを大手国有電力会社に納入、ギ
ガワット級量産体制を確立

#05 科学者らが天然水素を新たなエネルギー源として、また水からの安価な水素生成法を発見

#06 米国エネルギー省、データセンター・港湾・鉄鋼製造・大型トラックなど新たな水素市場の台頭
を発表

#07 Ossila社の2026年論文が示す水素燃料の可能性：長期貯蔵と脱炭素化の鍵、既存ガス網活用も視
野

#08 米国エネルギー省、天然ガス・原子力・バイオマス・太陽光・風力由来の多様な水素生産経路を
公開

#09 TU Delft、北海200GW超の洋上風力と連携した大規模水素生産・エネルギーアイランド構想を

推進

#11 インドAdvait Greenergyと中国GuofuHee、5MW加圧アルカリ水電解装置の工場受け入れ試験
に成功、インド国内生産1GWへ拡大計画

#12 CuAu合金電極触媒がバイオマス高付加価値化と超低電圧バイポーラ水素生産を可能に、セル電
圧大幅削減

#13 SOEC、AEM、PEM電解装置がそれぞれのニッチ市場に対応：高効率産業生産から変動再生可能
エネルギー統合まで

#14 Enerziが強調する水素電解装置の脱炭素化貢献：余剰再生可能電力を水素として貯蔵し、困難な
産業の脱炭素を支援

#15 韓国研究者、ニッケル鉄触媒にアルミニウムを組み込みクリーン水素生産性能を約50%向上

#16 Patsnapが主要な水素貯蔵技術と企業を特定：高圧・極低温・化学キャリア・固体材料の4ルート

#18 ヨハネスブルグ大学JENanoグループ、膜を使用しないDEFT水素生産技術を開発しコスト大幅削
減へ

#19 米国エネルギー省、太陽光と半導体材料を用いた直接水素生産「光電気化学（PEC）水分解」技
術を推進

#20 インド政府、再生可能水素消費促進のため「電解装置リース」イニシアチブ導入を計画

#21 米国エネルギー省、マテリアルハンドリング機器向け水素貯蔵システムの技術目標を公開



#22 オーストラリアのエンジニア、水不要で高温（250°C）動作可能な新型燃料電池膜を開発、水管
理システム不要で効率向上

#23 インドのグリーン水素普及課題：需要の600万MTに対し生産能力2万MT未満、電解装置コスト

60%削減が機会を拡大

#24 ドイツZBT（水素燃料電池技術センター）、欧州有数の研究機関として燃料電池・水素技術・電
解プロセスを推進

#25 UCLA研究者、プラスチック廃棄物から分別不要で90%超純度の水素燃料を生成する「アルカリ
熱処理（ATT）」を開発

#26 クロルアルカリ電解槽のCa2+およびMg2+汚染がセル電圧増加、効率低下、膜劣化を引き起こ
し予期せぬ停止を招く

#27 DTU研究、船舶向け水素利用の安全性評価に新手法開発、液化水素燃料タンクのシミュレーショ
ン設計を提案

#28 水素燃料電池大手プラグパワーがソーシャルメディアで高い注目度を維持、市場関心度を示す

#29 OMVペトロム、2026年上半期に堅調なグループ業績を発表し、エネルギー転換戦略を加速

#30 世界の電解槽製造能力が年間8-10GWに拡大、2030年目標達成には年間100-200GWの新規容量
が必要

#31 インド、2030年グリーン水素目標5MTPAに対し現状1万トン未満で遅延、SIGHTスキームで推
進加速へ

#32 チリ、総額47億ドルのグリーンアンモニアプロジェクト「Acuario」など、再生可能水素関連プ

ロジェクトが環境審査通過

#33 ヒューストンのUtility Global、低コストクリーン水素技術「H2Gen」の世界展開に向け1億ドル
のシリーズD調達

#34 Kinetic7、オンデマンド水素生産システム「HODBox™」で欧州のエネルギー安全保障に貢献

#35 米国DOE、MACH2とHH2Hに合計最大16.75億ドルの水素ハブ資金を承認も、29.5億ドルの融

資撤回で一部ハブが崩壊

#36 グリーン水素生産が産業規模へ移行、電解槽ギガファクトリーとAIプロセス制御が効率を加速

#37 新疆天科隆化学、ハミ市で61億元超のグリーン水素・石炭化学統合プロジェクトを推進

#38 フランス、3つの電解水素プロジェクトに15年間で総額7.78億ユーロの補助金を交付、計
455MWの容量を支援

#39 英国、水素エネルギー活用で2050年までに年間460億ポンドの経済貢献と41万人の雇用創出の

可能性

#40 Plug Power、2026年第1四半期売上高22%増の1.635億ドル、売上総利益率を-13%に改善し
Q4のEBITDAS黒字化目指す



#41 Lydian、Bill Gates設立のBEV主導で4300万ドルのシリーズA資金調達、CO2と水素からのSAF
製造技術「PIVOT」を商業化へ

#42 米国USTDA、モロッコORNXのグリーンアンモニア大規模生産プラント予備調査に助成金を交付

#43 中国、江蘇省如東沖で400MW太陽光・60MW/120MWh蓄電池・年間482トン水素生産の世界最
大級統合型プラントが稼働

#44 HydoTech、シリーズB+資金調達完了、Aramco Venturesが追加投資し2ドル/kgのグリーン水
素生産目標を強化

#45 インド政府、NGHMの下で70台の水素動力車両と16箇所の充填ステーション展開へ4.1億ルピー

のパイロットプロジェクト承認

#46 NewHydrogen、核動力クリーン水素ソリューション「ThermoLoop™」をSMRと統合し1GW超
規模生産へ

#47 Commonwealth Fusion Systems、核融合炉開発向けに10億ドルの株式資金を調達

#48 Hyvolution Chile 2026会議、チリのグリーン水素プロジェクト資金調達とインフラ整備を推進
へ

#49 ドイツ、水素トラック購入に最大80%の補助金を交付しバッテリー電気トラックを優遇せず

#50 中国、第15次五カ年計画で水素政策を転換、強制消費評価と混合基準導入でグリーン水素需要を
創出へ

#51 thyssenkrupp nucera、Green Hydrogen Systemsから高圧アルカリ電解槽技術を買収し、豪
州PGSの1.4GW電解槽プロジェクトの優先サプライヤーに選定

#52 米国DOE、インフレ削減法に基づくクリーン水素生産税額控除「45V」のリソースを公開、最大
3.00ドル/kgのインセンティブを提供

#53 チリのアルティプラノ地域で天然（白色）水素の探査が進展、グリーン水素を補完する低炭素資
源の可能性

#54 欧州水素観測所、2025年水素FCEV台数や2026年5月時点の充填ステーション数など最新データ

セットを公開

#55 欧州水素銀行、第3回オークションで9プロジェクトに10億ユーロ超のインセンティブを付与、
合計1.1GWの電解槽容量を支援



#01 デラウェア大学、使用済みPEM電解装置からイリジウ
ム、プラチナ、PFAS膜を効率的にリサイクルするスプレ
ージェット法を開発

概要

デラウェア大学の研究者らが、使用済みのプロトン交換膜（PEM）電解装置や燃料電

池から、イリジウム、プラチナといった貴金属、さらには高価なPFAS製膜を回収する
新しいリサイクルプロセス「スプレージェット法」を開発しました。この革新的な技
術は、貴金属だけでなく電解装置スタックコストの20〜30%を占めるPFAS膜も高い効

率で保存可能であり、水素エネルギー産業における持続可能なサプライチェーン構築
に大きく貢献します。貴金属の供給制約と高コストを緩和し、グリーン水素技術の経
済性を向上させる上で重要な前進となります。

公開日 2026年07月23日  University of Delaware (UDaily)  アメリカ



詳細

主要成果

デラウェア大学の研究チームは、使用済みPEM（プロトン交換膜）電解装置および燃料
電池から、高価な貴金属であるイリジウムとプラチナ、さらには重要なPFAS（ペルフル
オロアルキル化合物）製膜を効率的に回収する画期的なスプレージェットリサイクルプ
ロセスを開発しました。この技術は、水素エネルギー技術の持続可能性と経済性を大幅
に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

リサイクル対象: PEM電解装置や燃料電池の触媒層に含まれるイリジウム、プラチ
ナ、および電解質膜として使用されるPFAS材料。

スプレージェット法の特徴: 貴金属触媒の回収だけでなく、電解装置のスタックコス
トの20〜30%を占めるPFAS膜の構造的完全性を維持したまま回収できる点が、従来
の機械的または化学的粉砕・溶解法と比較して大きな優位性です。この方法により、
膜を再利用可能な状態に保つことが可能になります。

環境への影響: PFASは「永遠の化学物質」とも呼ばれ、その環境負荷が懸念されてい
ますが、このリサイクルプロセスはPFASの回収・再利用を可能にすることで、環境
への排出量を削減し、資源効率を高めます。

背景・業界文脈

グリーン水素生産に不可欠なPEM電解装置は、その性能を支える貴金属（特にイリジウ
ムとプラチナ）の高コストと供給リスクが課題となっています。イリジウムは地球上に
希少であり、その価格変動は水素生産コストに直接影響します。また、PFAS材料も高価
であり、製造プロセスにおける環境規制が強化される中で、その持続可能な管理が求め
られています。本技術は、これらの高価な材料を回収・再利用することで、水素製造コ
ストの削減と資源循環型社会の実現に寄与します。



今後の展望

この新しいリサイクル技術は、PEM電解装置や燃料電池のライフサイクル全体における
環境負荷を軽減し、資源効率を高めることで、グリーン水素経済の成長を強力に支援し
ます。回収された貴金属やPFAS膜は、新規製品の製造に再投入され、持続可能なサプラ
イチェーンを確立することが期待されます。将来的には、この技術の商業化により、水
素エネルギーの普及を加速させる重要な要素となるでしょう。

元記事: https://www.udel.edu/udaily/2026/july/green-recycling-hydrogen-energy-materials/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.udel.edu/udaily/2026/july/green-recycling-hydrogen-energy-materials/


#02 米国エネルギー省、液体水素の極低温貯蔵と塩岩空洞
を利用した大規模地中貯蔵技術の進展を発表

概要

米国エネルギー省（DOE）は、中央生産施設、輸送ターミナル、および最終利用場所
における水素貯蔵に関する最新情報を発表しました。特に、液体水素（LH2）貯蔵で
は極低温（-253°C）での高度な断熱容器が不可欠であり、圧力上昇時の水素排出また

は再圧縮による管理が求められます。さらに、天然ガス貯蔵で実績のある塩岩空洞な
どの地層を利用した大規模な地中貯蔵の可能性を積極的に探っており、これは将来の
水素経済における供給安定性とコスト効率に大きく貢献する見込みです。

公開日 2026年07月26日  U.S. Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、水素エネルギーの普及を加速させるため、中央生産施
設、輸送ターミナル、最終利用場所における多岐にわたる水素貯蔵オプションの進捗状
況を公表しました。特に、極低温を要する液体水素貯蔵技術と、天然ガス産業で成功実
績のある塩岩空洞を利用した大規模地中貯蔵技術の研究開発が強調されています。

技術・臨床詳細

液体水素（LH2）貯蔵: 液体水素は-253°Cという極めて低い温度で貯蔵されるため、
高度な断熱技術を備えた容器が必要です。長期貯蔵においては、外部からの熱流入に
より液体水素が気化し、容器内の圧力が上昇する「ボイルオフ」現象が発生します。
これを管理するため、気化ガスを外部に排出するか、あるいは再圧縮して貯蔵システ
ムに戻すなどの対策が講じられます。この技術の進歩は、効率的な輸送と長期保存に
おいて極めて重要です。

大規模地中貯蔵: 地中貯蔵は、特に大量の水素を貯蔵する上で費用対効果の高い方法
として注目されています。天然ガス貯蔵で長年の実績がある塩岩空洞（ソルトドー
ム）や帯水層、枯渇した油ガス田などの地層が、水素貯蔵の候補として検討されてい
ます。これらの地中構造は、数百から数千トン規模の水素を安全に貯蔵できるポテン
シャルを秘めており、季節的な需給変動に対応するための大規模なバッファーとして
機能することが期待されています。

背景・業界文脈

水素はクリーンエネルギーキャリアとして大きな期待が寄せられていますが、その普及
には効率的かつ安全な貯蔵技術の確立が不可欠です。特に、再生可能エネルギー源から
の水素生産が増加する中で、変動する供給と安定した需要を整合させるためには、大規
模な貯蔵インフラが求められます。現在の水素貯蔵技術は、高圧ガス貯蔵や液体貯蔵が
主流ですが、それぞれにコストやエネルギー効率の課題があります。DOEの取り組み
は、これらの課題を克服し、水素経済への移行を支援するための重要なステップです。



今後の展望

DOEによるこれらの貯蔵技術への投資は、水素の生産から利用までのサプライチェーン
全体を強化することを目指しています。液体水素貯蔵の効率向上は、長距離輸送やモビ
リティ分野での利用拡大を促進し、一方、地中貯蔵は大規模な再生可能エネルギープロ
ジェクトと連携し、季節的なエネルギー貯蔵の役割を担うことで、電力網の安定化に貢
献します。これらの技術が成熟することで、水素はより広範な産業で利用されるように
なり、脱炭素化目標達成の鍵となるでしょう。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/fuels/site-and-bulk-hydrogen-storage

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/fuels/site-and-bulk-hydrogen-storage


#04 Shuntian Equipmentが中国初の全自動PEM電解装置
生産ラインを大手国有電力会社に納入、ギガワット級量産
体制を確立

概要

中国のShuntian Equipmentは、国内初となる全自動プロトン交換膜（PEM）電解装置

生産ラインを大手国有電力会社に納入しました。この生産ラインはギガワット級の量
産化を推進するもので、月間数百の電解槽スタック製造に必要な高い歩留まり、一貫
性、スループットを実現します。これにより、PEM電解装置は再生可能エネルギーと

の連動に最適化され、産業規模でのグリーン水素製造への移行が加速される見込みで
す。

公開日 2026年07月28日  Shuntian Equipment (via blog/guide)  中国



詳細

主要成果

中国のShuntian Equipment社は、国内で初めての全自動プロトン交換膜（PEM）電解装
置生産ラインを、大手国有電力会社に納入したと発表しました。この革新的な生産ライ
ンは、ギガワット級のグリーン水素製造を実現するための量産体制を確立し、水素エネ
ルギー産業の発展に大きく貢献します。

技術・臨床詳細

全自動生産ライン: このシステムは、PEM電解槽スタックの製造プロセス全体を自動
化することで、人為的ミスを排除し、生産効率を飛躍的に向上させます。月間数百個
のスタックを製造することが可能となり、これによりグリーン水素製造の規模拡大が
加速されます。

高い生産品質: 自動化されたラインは、高い歩留まりと製品の一貫性を保証します。
これは、電解槽の信頼性と寿命を向上させる上で極めて重要であり、メンテナンスコ
ストの削減にもつながります。

スループットの向上: 高速かつ連続的な生産プロセスにより、以前と比較して格段に
高いスループットを実現します。これにより、需要の急増に対応するための迅速な生
産能力増強が可能になります。

背景・業界文脈

グリーン水素は、再生可能エネルギーと連携して水電解によって生産されるクリーンな
エネルギーキャリアとして、世界的な脱炭素化目標達成の鍵と見なされています。特に
PEM電解装置は、そのコンパクトさ、高い出力密度、および再生可能エネルギーの変動
する電力供給に迅速に対応できる能力から、洋上風力発電や太陽光発電との統合に非常
に適しています。しかし、その高コストと量産体制の不足が、これまでの普及を妨げる
要因となっていました。Shuntian Equipmentの取り組みは、これらの課題を克服し、グ
リーン水素の産業規模での利用を加速させるための重要なステップです。



今後の展望

Shuntian Equipmentによる全自動生産ラインの稼働は、中国のグリーン水素産業におけ
る競争力を飛躍的に高めるだけでなく、グローバルなPEM電解装置市場においても重要
な影響を与えるでしょう。この量産体制の確立は、PEM電解装置のコストダウンに寄与
し、ひいてはグリーン水素全体の生産コスト削減に直結します。これにより、グリーン
水素がより多くの産業分野で経済的に実現可能なエネルギーソリューションとなり、エ
ネルギー転換をさらに加速させるための強力な推進力となることが期待されます。

元記事: https://www.shuntian-equipment.com/news/the-complete-2026-guide-to-green-hydrogen-

manufacturing-equipment.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.shuntian-equipment.com/news/the-complete-2026-guide-to-green-hydrogen-manufacturing-equipment.html
https://www.shuntian-equipment.com/news/the-complete-2026-guide-to-green-hydrogen-manufacturing-equipment.html


#05 科学者らが天然水素を新たなエネルギー源として、ま
た水からの安価な水素生成法を発見

概要

天然水素が地球深部に隠された新たなエネルギー源として注目を集めており、同時に
科学者たちは水から水素エネルギーをより安価に生成する方法を発見しています。水
素は、航空機、列車、船舶といった大型モビリティの燃料源として電池では対応しに

くい役割で重要な利点を提供します。しかし、貯蔵の難しさや製造時のエネルギー損
失といった課題も依然として存在しており、その解決が普及の鍵となります。

公開日 2026年07月25日  Reddit (r/OptimistsUnite)  国際



詳細

主要成果

科学コミュニティでは、地球深部に存在する天然水素が新たなクリーンエネルギー源と
して大きな可能性を秘めていると議論されており、同時に水からの水素生成コストを大
幅に削減する新技術の発見が進んでいます。これらの進展は、水素が電池技術では課題
がある航空機、列車、船舶などの大型輸送機関における燃料としての役割を拡大する道
を開くものです。

技術・臨床詳細

天然水素のポテンシャル: 地球深部の地層中に自然発生する水素（「ホワイト水素」
または「ゴールデン水素」とも呼ばれる）は、直接採掘が可能であれば、電解プロセ
スを必要としないため、従来のグリーン水素製造よりも低コストで大量の水素を供給
できる可能性があります。研究者たちは、この天然資源の貯蔵量、生成メカニズム、
採掘可能性を積極的に評価しています。

安価な水からの水素生成: 既存の水電解技術では、高価な電力と触媒が必要ですが、
新しい研究では、より効率的で安価な触媒材料やプロセス（例えば、光電気化学反応
器や生物学的プロセス）が探索されており、製造コストの大幅な削減を目指していま
す。これにより、グリーン水素の競争力が高まります。

水素の用途拡大: 水素は、その高いエネルギー密度と燃料としての多様性から、特に
長距離・高出力が求められる航空機、海上輸送、重工業（鉄鋼、化学）などの分野
で、電池が直面する重量や充電時間の制約を克服する代替燃料として期待されていま
す。

背景・業界文脈

世界的な脱炭素化の潮流の中で、水素は化石燃料に代わる主要なクリーンエネルギーキ
ャリアとしての役割がますます重要になっています。しかし、水素の製造コスト、貯
蔵・輸送インフラの不足、および高い可燃性といった課題が、その広範な普及を妨げて
きました。天然水素の発見と安価な製造技術の開発は、これらの課題を克服し、水素経
済への移行を加速させるための重要なブレークスルーとなり得ます。



今後の展望

天然水素の商業的採掘技術が確立され、かつ水からの水素生成コストがさらに低減され
れば、水素はエネルギー市場においてより競争力のある選択肢となるでしょう。これに
より、再生可能エネルギーの導入が加速し、既存のエネルギーインフラと連携しなが
ら、グローバルなエネルギー供給の脱炭素化に貢献することが期待されます。貯蔵・輸
送に関する技術革新と安全対策の強化も引き続き重要です。

元記事:

https://www.reddit.com/r/OptimistsUnite/comments/1v6d5zc/how_natural_hydrogen_hiding_deep_in_the_eart

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.reddit.com/r/OptimistsUnite/comments/1v6d5zc/how_natural_hydrogen_hiding_deep_in_the_earth/


#06 米国エネルギー省、データセンター・港湾・鉄鋼製
造・大型トラックなど新たな水素市場の台頭を発表

概要

米国エネルギー省（DOE）は、水素が多様な利用可能なエネルギーを貯蔵・供給でき
るクリーンエネルギーキャリアとしての役割を強調し、新たな市場の台頭を発表しま
した。特に、データセンター、港湾、鉄鋼製造、中・大型トラックといった分野で水

素の需要が急速に高まっており、これらの産業における脱炭素化とエネルギー効率向
上への貢献が期待されています。現在の水素のほとんどは化合物から生産されていま
すが、再生可能エネルギーからの生産も加速しています。

公開日 2026年07月26日  U.S. Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、水素が利用可能なエネルギーを貯蔵・供給する汎用性の
高いクリーンエネルギーキャリアとしての重要性を再確認し、データセンター、港湾、
鉄鋼製造、中・大型トラックといった新たな市場で水素の需要が急速に拡大しているこ
とを発表しました。この動きは、これらの産業における脱炭素化の取り組みを大きく推
進するものです。

技術・臨床詳細

データセンター: データセンターは電力消費が膨大であり、電力網の安定性と信頼性
が極めて重要です。水素燃料電池は、停電時のバックアップ電源として、あるいは再
生可能エネルギーと連携した主要な電力源として、データセンターの安定稼働とカー
ボンフットプリント削減に貢献します。

港湾: 港湾では、貨物取扱機器、船舶、陸上輸送車両など、多様なディーゼル燃料機
器が稼働しており、大量の排出ガスを発生させています。水素燃料電池や水素燃焼エ
ンジンを搭載した機器への転換は、港湾地域の空気質改善と脱炭素化に不可欠です。

鉄鋼製造: 鉄鋼製造は最もCO2排出量の多い産業の一つです。石炭を用いた高炉プロ
セスを水素ベースの直接還元鉄（DRI）プロセスに置き換えることで、CO2排出量を
大幅に削減できます。グリーン水素の利用は、この分野の脱炭素化における最重要課
題です。

中・大型トラック: 電気自動車のバッテリーでは重量や航続距離、充電時間に課題が
ある中・大型トラックにおいて、水素燃料電池は長距離輸送や重貨物輸送における理
想的なゼロエミッションソリューションとして注目されています。

背景・業界文脈

現在、世界の水素生産量のほとんどは、天然ガス改質などの化石燃料由来であり、これ
らは大量のCO2を排出します。しかし、再生可能エネルギー由来のグリーン水素生産技
術の進歩とコスト削減により、脱炭素化を求める産業界からの需要が高まっています。
DOEのこの発表は、水素エネルギーが特定のニッチ市場だけでなく、広範な産業分野で
その価値を発揮し始めていることを示しており、経済成長と環境保護の両立を目指す戦
略の一環です。



今後の展望

これらの新たな水素市場の台頭は、水素インフラの整備、技術革新、政策支援を加速さ
せるでしょう。データセンターのクリーンエネルギー化はデジタル経済の持続可能性を
高め、港湾の脱炭素化は地域社会の環境改善に貢献します。鉄鋼製造における水素利用
は産業の根本的な変革を促し、大型トラックの水素燃料化は物流のグリーン化を進めま
す。DOEの支援は、これらのセクターにおける水素ソリューションの商業化を促進し、
よりクリーンで持続可能な未来への移行を加速させることが期待されます。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/fuels/hydrogen

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/fuels/hydrogen


#07 Ossila社の2026年論文が示す水素燃料の可能性：長期
貯蔵と脱炭素化の鍵、既存ガス網活用も視野

概要

Ossila社の2026年論文は、水素が他のエネルギー源から生産されたエネルギーを貯
蔵、輸送、運搬する燃料として大きな可能性を秘めていると指摘しています。特に長
期貯蔵において優れた特性を持ち、気候変動緩和に不可欠な役割を果たすと評価され

ています。さらに、既存の天然ガスネットワークを介して低炭素水素を供給する可能
性も探られており、加熱・冷却システムにおける天然ガスの代替としての応用が期待
されます。

公開日 日付不明  Ossila  イギリス



詳細

主要成果

Ossila社が発表した2026年の研究論文は、水素が多様なエネルギー源から生成されたエ
ネルギーを効率的に貯蔵、輸送、および供給する燃料として極めて有望であることを示
しています。この研究では、特に長期貯蔵における水素の優れた利点と、それが気候変
動緩和の目標達成に不可欠な要素であると強調されています。

技術・臨床詳細

エネルギー貯蔵・輸送能力: 水素はその高いエネルギー密度と化学的安定性により、
電力を水素に変換して貯蔵し、必要な時に燃料電池などで電力や熱に再変換すること
が可能です。これは、特に変動性の高い再生可能エネルギー源（太陽光、風力）の余
剰電力を大規模かつ長期的に貯蔵する上で大きなメリットとなります。

長期貯蔵の優位性: バッテリー貯蔵と比較して、水素はより長期間、大規模にエネル
ギーを貯蔵するのに適しています。季節ごとのエネルギー需要変動に対応するため、
大規模な地中貯蔵（塩岩空洞など）や液体水素としての貯蔵が検討されています。

既存ガスネットワークの活用: 低炭素水素（グリーン水素やブルー水素）を、既存の
天然ガスパイプラインネットワークに混合して供給する、または専用の水素パイプラ
イン網を構築する可能性が探られています。これにより、インフラ投資を最適化しつ
つ、家庭や産業における加熱・冷却システムで天然ガスを代替することが可能になり
ます。

背景・業界文脈

世界中でカーボンニュートラル達成に向けた取り組みが加速する中、エネルギー貯蔵と
輸送の効率化は喫緊の課題です。特に、再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、電力の
需給バランスを調整し、安定供給を確保するための大規模なエネルギー貯蔵ソリューシ
ョンが不可欠となっています。水素は、このような背景において、その多様な特性から
「未来の燃料」として注目され、各国で研究開発と投資が進められています。



今後の展望

Ossila社の研究が示すように、水素はその貯蔵・輸送能力とクリーンな燃焼特性によ
り、多様なエネルギーシステムにおいて中心的な役割を果たすことが期待されます。既
存のガスネットワークを活用する可能性は、水素インフラ整備の初期段階におけるコス
トと時間を大幅に削減し、迅速な普及を促す可能性があります。これにより、加熱・冷
却システムから産業プロセス、モビリティに至るまで、幅広い分野での脱炭素化が加速
され、持続可能なエネルギー未来の実現に貢献するでしょう。

元記事: https://www.ossila.com/pages/hydrogen-as-fuel

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ossila.com/pages/hydrogen-as-fuel


#08 米国エネルギー省、天然ガス・原子力・バイオマス・
太陽光・風力由来の多様な水素生産経路を公開

概要

米国エネルギー省（DOE）は、水素が天然ガス、原子力、バイオマス、太陽光、風力
など、多様な国内資源から生産可能であることを強調しました。燃料電池で消費され
る際に水のみを生成する水素は、輸送や発電用途で極めて魅力的な燃料オプションで

す。現在の主要な生産方法は天然ガス改質と電解ですが、太陽光駆動や生物学的プロ
セスといった革新的な生産方法も活発に研究されており、将来のエネルギー供給の多
様化に貢献する見込みです。

公開日 2026年07月29日  U.S. Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、水素が天然ガス、原子力、バイオマス、太陽光、風力と
いった多様な国内資源から生産可能であり、その汎用性がクリーンエネルギー転換にお
いて極めて重要であることを再確認しました。燃料電池での利用時に水のみを生成する
という特性は、輸送部門や発電部門における排出量削減の魅力的な選択肢となります。

技術・臨床詳細

多様な生産経路:

天然ガス改質: 現在最も一般的な水素生産方法で、メタン（天然ガス）から水素を
生成します。炭素回収・貯留（CCS）技術と組み合わせることで、低炭素水素（ブ
ルー水素）として利用可能です。

電解: 水を電気分解して水素と酸素を生成する方法です。再生可能エネルギー（太
陽光、風力、水力）由来の電力を使用すれば、CO2排出ゼロのグリーン水素とな
ります。原子力由来の電力を使えば、ピンク水素となります。

バイオマス: 生物資源をガス化または発酵させることで水素を生産します。これは
炭素循環に組み込まれるため、低排出またはカーボンニュートラルなオプション
となり得ます。

太陽光駆動プロセス: 光触媒や光電気化学（PEC）水分解など、太陽光エネルギー
を直接利用して水から水素を生成する研究が進められています。これにより、電
力を介さずに水素を生産できる可能性があり、効率向上が期待されます。

生物学的プロセス: 微生物（藻類や細菌）が太陽光や有機物を代謝して水素を生成
するプロセスも研究されています。これは、低コストで環境負荷の低い生産方法
として注目されています。

燃料電池の利点: 水素燃料電池は、高効率で発電し、排出物は水のみであるため、大
気汚染物質を一切排出しません。これにより、クリーンな輸送、定置型発電、バック
アップ電源など、多岐にわたる用途での利用が可能です。



背景・業界文脈

水素は、エネルギー安全保障の強化と気候変動対策の両面で重要な役割を果たすことが
期待されています。特に、様々な国内資源から生産できる能力は、特定のエネルギー源
への依存度を低減し、エネルギーポートフォリオの多様化に貢献します。DOEの取り組
みは、現在の主流である化石燃料由来の水素生産から、よりクリーンで持続可能な生産
方法への移行を加速させ、将来のエネルギーシステムの柔軟性と強靭性を高めることを
目指しています。

今後の展望

多様な水素生産経路の研究開発と商業化は、水素経済の確立に向けた重要な推進力とな
ります。再生可能エネルギーと連携した電解技術の普及、および太陽光駆動や生物学的
プロセスの実用化は、グリーン水素のコストをさらに削減し、その利用を拡大するでし
ょう。これにより、輸送、産業、電力部門における脱炭素化が加速され、持続可能なエ
ネルギー未来の実現に向けた道筋がより明確になります。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/fuels/hydrogen-fuel-basics

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/fuels/hydrogen-fuel-basics


#09 TU Delft、北海200GW超の洋上風力と連携した大規
模水素生産・エネルギーアイランド構想を推進

概要

デルフト工科大学（TU Delft）は、変動性の高い再生可能エネルギー源、特に北海の
200GWを超える洋上風力発電ポテンシャルを活用した大規模水素製造技術の開発に注
力しています。この取り組みには、洋上風力発電と水素生産の統合、効率的な電力変

換、水素貯蔵・利用、および全体的なエネルギーシステム設計が含まれます。電力貯
蔵と水素変換のハブとなる「洋上エネルギーアイランド」の必要性も強調されてお
り、将来のクリーンエネルギーインフラの要となることが期待されます。

公開日 日付不明  TU Delft  オランダ



詳細

主要成果

デルフト工科大学（TU Delft）は、変動する再生可能エネルギーからの大規模水素製造
技術の開発において、重要な進展を遂げています。特に北海の広大な洋上風力発電ポテ
ンシャル（200GW以上）を最大限に活用し、洋上風力と水素生産の統合、効率的な電力
変換、水素貯蔵・利用、および統合されたエネルギーシステム設計に関する研究を積極
的に推進しています。この研究は、将来のクリーンエネルギーインフラの基盤となる洋
上エネルギーアイランド構想の中核を成します。

技術・臨床詳細

洋上風力発電との統合: 洋上風力発電は、陸上風力に比べて風況が安定しており、大
規模な発電が可能ですが、その電力は変動します。TU Delftは、この変動する電力を
効率的に水素生産に利用する技術、すなわち洋上での直接電解システムや、生産され
た水素を貯蔵し陸上へ輸送するインフラの開発に取り組んでいます。

電力変換と水素貯蔵: 生成された水素は、高圧ガス、液体水素、または化学キャリア
（アンモニアやLOHCなど）の形で貯蔵され、利用先に輸送されます。研究では、電
力の安定供給を確保するための高度な電力変換技術や、水素の大規模かつ安全な貯蔵
ソリューションの開発に焦点が当てられています。

洋上エネルギーアイランド構想: 北海における200GWを超える洋上風力発電のポテン
シャルを最大限に活用するため、TU Delftは洋上に複数のエネルギーアイランドを設
置する構想を進めています。これらのアイランドは、洋上風力発電設備から得られる
電力を水素に変換し、貯蔵・輸送するハブとして機能します。これにより、大規模な
電力系統への負担を軽減し、より効率的なエネルギー供給網を構築します。

背景・業界文脈

欧州、特に北海周辺国は、気候変動対策とエネルギー自給率向上を目指し、洋上風力発
電の導入を加速しています。しかし、洋上風力発電からの大規模な電力を効率的に陸上
系統へ送電し、安定的に利用する技術は依然として課題です。水素への変換は、この課
題を解決し、長距離輸送や大規模貯蔵を可能にする有望な手段です。TU Delftの取り組
みは、この欧州全体のエネルギー戦略において極めて重要な役割を担っています。



今後の展望

TU Delftが推進する大規模水素製造と洋上エネルギーアイランド構想は、北海地域をグ
リーン水素生産の世界的なハブに変革する可能性を秘めています。この技術が実用化さ
れれば、欧州のエネルギー供給は大幅に脱炭素化され、変動する再生可能エネルギーの
統合が加速し、エネルギー安全保障が強化されるでしょう。これは、グローバルな水素
経済の発展を牽引するモデルケースとなることが期待されます。

元記事: https://www.tudelft.nl/h2platform/themes/large-scale-hydrogen-production-from-intermittent-

energy

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tudelft.nl/h2platform/themes/large-scale-hydrogen-production-from-intermittent-energy
https://www.tudelft.nl/h2platform/themes/large-scale-hydrogen-production-from-intermittent-energy


#11 インドAdvait Greenergyと中国GuofuHee、5MW加
圧アルカリ水電解装置の工場受け入れ試験に成功、インド
国内生産1GWへ拡大計画

概要

インドのAdvait Greenergyと中国のJiangsu Guofu Hydrogen Energy Equipment

（GuofuHee）は、中国の製造施設で5MW加圧アルカリ水電解装置の工場受け入れ試
験（FAT）と技術デモンストレーションに成功しました。このシステムは毎時1,000

Nm³のグリーン水素を生産でき、Advait Greenergyはインドの国家グリーン水素ミッシ

ョンに沿って、グジャラート州に年間30MWの初期生産能力を持つアルカリ電解装置
組立施設を設立し、将来的には1GWまで拡大する計画です。この成果はインドの電解
装置製造の現地化を加速させ、グリーン水素経済の推進に貢献します。

公開日 2026年07月29日  Chemical Industry Digest  インド



詳細

主要成果

イ ン ド の Advait Greenergy と 中 国 の Jiangsu Guofu Hydrogen Energy Equipment

(GuofuHee) は、中国の製造施設において5MW加圧アルカリ水電解装置の工場受け入れ
試験（FAT）と技術デモンストレーションを成功裏に完了しました。この重要な進展
は、インドの国家グリーン水素ミッションの目標達成に向け、現地での電解装置製造能
力を確立・拡大する上で画期的な一歩となります。

技術・臨床詳細

システム性能: 成功した5MW加圧アルカリ水電解装置は、毎時1,000標準立方メート
ル（Nm³）のグリーン水素を安定して生産できる能力を有しています。この生産規模
は、産業用途における初期段階の水素需要を満たすのに十分であり、より大規模なプ
ロジェクトへの展開の基礎となります。

技術デモンストレーション: 中国GuofuHeeの施設で行われた工場受け入れ試験は、
システムの設計、製造品質、および運用性能が国際基準と顧客要件を満たしているこ
とを実証しました。これにより、インドへの技術移転と現地生産の信頼性が確保され
ます。

インドでの生産計画: Advait Greenergyは、インドのグジャラート州に年間30MWの
初期生産能力を持つアルカリ電解装置組立施設を設立する計画を進行中です。さら
に、インド政府の支援を受け、将来的にはこの生産能力を年間1GWへと大幅に拡大
することを目指しています。これは、インドのグリーン水素エコシステムを強化する
ための野心的な目標です。

背景・業界文脈

インドは、化石燃料への依存度を低減し、エネルギー安全保障を強化するため、「国家
グリーン水素ミッション」を推進しています。このミッションの主要な柱の一つは、グ
リーン水素の生産コストを削減し、国内での電解装置製造能力を現地化することです。
現在の電解装置市場は少数の国際企業によって支配されており、現地生産能力の確立
は、コスト競争力の向上とサプライチェーンの強靭化に不可欠です。Advait Greenergy

とGuofuHeeの提携は、この戦略的目標に直接貢献するものです。



今後の展望

この協業による5MW電解装置の成功は、インドにおける大規模グリーン水素プロジェ
クトの実現可能性を大きく高めます。Advait Greenergyの1GW製造能力への拡大計画が
実現すれば、インドは世界有数のグリーン水素生産国および電解装置輸出国となる可能
性を秘めています。これにより、インド国内の産業の脱炭素化が加速されるだけでな
く、国際的な水素サプライチェーンにおけるインドの役割が強化され、グローバルな気
候変動対策にも貢献することが期待されます。

元記事: https://chemindigest.com/advait-greenergy-guofuhee-demonstrate-5-mw-green-hydrogen-

electrolyzer-to-boost-indias-hydrogen-manufacturing/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemindigest.com/advait-greenergy-guofuhee-demonstrate-5-mw-green-hydrogen-electrolyzer-to-boost-indias-hydrogen-manufacturing/
https://chemindigest.com/advait-greenergy-guofuhee-demonstrate-5-mw-green-hydrogen-electrolyzer-to-boost-indias-hydrogen-manufacturing/


#12 CuAu合金電極触媒がバイオマス高付加価値化と超低
電圧バイポーラ水素生産を可能に、セル電圧大幅削減

概要

EurekAlert!で発表された研究により、CuAu合金電極触媒がアノードでの酸素発生反応
（OER）をバイオマス由来の5-ヒドロキシメチルフルフラール（HMF）の電解酸化に
置き換えることで、セル電圧を大幅に低減し、超低電圧でのバイポーラ水素生産を可

能にすることが示されました。このブレークスルーは、再生可能電力を用いたグリー
ン水素生産のエネルギー効率を制限していた主要なボトルネックを解消し、同時に高
付加価値化学物質を生成することで、水素生産の経済性を劇的に向上させる可能性が

あります。

公開日 2026年07月30日  EurekAlert!  国際



詳細

主要成果

EurekAlert!を通じて発表された最新の研究において、CuAu合金をベースとした革新的な
電極触媒が開発されました。この触媒は、水電解におけるアノードでのエネルギー消費
の大きい酸素発生反応（OER）を、バイオマス由来の高付加価値化合物である5-ヒドロ
キシメチルフルフラール（HMF）の電解酸化に置き換えることを可能にします。この置
換により、全体のセル電圧が大幅に低減され、結果として超低電圧でのバイポーラ水素
生産が実現し、水素生成のエネルギー効率と経済性が劇的に改善される見込みです。

技術・臨床詳細

触媒の構成: CuAu合金は、銅（Cu）と金（Au）の組み合わせにより、特定の電解酸
化反応に対して高い選択性と活性を示すように設計されています。金はHMF酸化反
応の活性を高め、銅はコストを抑えつつ触媒の安定性に寄与します。

反応メカニズム: 従来の電解水分解では、アノードで酸素ガスが発生しますが、これ
は高い過電圧を必要とするため、全セル電圧の大きな部分を占めます。この研究で
は、HMFがアノードで選択的に酸化され、より低い電位でHMF-FDCA（フラン-2,5-

ジカルボン酸）などの高付加価値製品に変換されることで、OERを回避します。これ
により、必要な外部エネルギー入力が大幅に削減されます。

バイポーラ水素生産: カソードでは水の還元により水素ガスが生成される一方で、ア
ノードではHMFの酸化が行われるため、一つのセル内で同時に水素と高付加価値化
学物質の両方を生産する「バイポーラ」プロセスが可能になります。これにより、エ
ネルギー効率が向上するだけでなく、経済的付加価値も創造されます。

背景・業界文脈

グリーン水素の生産は、再生可能エネルギーと水電解を組み合わせることで地球温暖化
対策の切り札とされていますが、そのエネルギー効率はアノードでのOERによって制限
されてきました。OERは多大な電力を消費するため、水素生産の総コストを高める主要
因となっています。本研究のような、OERをより効率的で有益な反応に置き換えるアプ
ローチは、「水素と化学品のコプロダクション」として注目されており、水素経済の経
済性を向上させる上で非常に重要です。



今後の展望

CuAu合金電極触媒を用いた超低電圧バイポーラ水素生産は、水素製造コストの削減
と、バイオマスからの高付加価値化学品の同時生産という二重の利点を提供します。こ
の技術が商業化されれば、グリーン水素の競争力は飛躍的に向上し、化石燃料由来の化
学製品への依存度を低減する新たな道を開くでしょう。これは、持続可能なエネルギー
と化学産業の発展に大きく貢献する画期的なブレークスルーとなることが期待されま
す。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1134959

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1134959


#13 SOEC、AEM、PEM電解装置がそれぞれのニッチ市場
に対応：高効率産業生産から変動再生可能エネルギー統合
まで

概要

ソリッドオキシド電解セル（SOEC）、アニオン交換膜（AEM）電解装置、プロトン交

換膜（PEM）電解装置は、それぞれ異なる水素生産のニッチに対応しています。SOEC

は高い変換効率と廃熱利用能力から大規模産業生産に適しており、AEMはPEMの高価
な貴金属触媒を回避しつつ、従来のアルカリ電解装置よりも高速応答性を提供しま

す。一方、PEMはコンパクトさと高速応答性により、変動する再生可能エネルギー源
との統合や燃料補給インフラに適しており、水素経済の多様なニーズに応える技術ポ
ートフォリオを形成しています。

公開日 2026年07月23日  Hydrogenergy Technologies  インド



詳細

主要成果

水素生産において主要な電解技術であるソリッドオキシド電解セル（SOEC）、アニオ
ン交換膜（AEM）電解装置、プロトン交換膜（PEM）電解装置は、それぞれ独自の特性
を持ち、異なる市場ニッチと用途に最適化されています。これらの技術の使い分けは、
グリーン水素経済の多様な要件を満たす上で不可欠です。

技術・臨床詳細

SOEC（Solid Oxide Electrolysis Cell）:

特徴: 高温（700〜900°C）で動作し、熱力学的に有利なため、高い変換効率（通
常90%以上）を誇ります。産業プロセスから排出される廃熱を有効活用できる点
が大きな強みです。

適応分野: 大規模な産業水素生産や、熱源が豊富な化学プラント、製鉄所、原子力
発電所などとの統合に最も適しています。

AEM（Anion Exchange Membrane）電解装置:

特徴: アルカリ電解装置の低コストな非貴金属触媒と、PEMの高速応答性を組み合
わせたハイブリッド技術です。貴金属触媒の使用を回避しつつ、出力変動への対
応能力を高めています。

適応分野: 中規模の水素生産、分散型エネルギーシステム、およびコスト感度の高
い市場において、PEMの代替として注目されています。

PEM（Proton Exchange Membrane）電解装置:

特徴: コンパクトな設計、高い電流密度、高速応答性が特徴です。再生可能エネル
ギーの出力変動に非常に迅速に対応できるため、電力系統の安定化に寄与しま
す。ただし、貴金属触媒（プラチナ、イリジウム）を必要とするため、コストは
高めです。

適応分野: 変動する再生可能エネルギー源（風力、太陽光）との直接統合、水素燃
料補給ステーション、およびモビリティ用途など、動的な負荷変動が予測される
アプリケーションに最適です。



背景・業界文脈

グリーン水素の製造は、再生可能エネルギーの普及とともに加速していますが、電解装
置の選択は、プロジェクトの規模、利用可能な熱源、電力コスト、応答性要件によって
大きく異なります。各技術には明確な利点と欠点があり、最適な技術を選択すること
が、水素生産の効率と経済性を最大化する鍵となります。この多様な技術ポートフォリ
オは、水素経済全体の成長を支える上で不可欠な要素です。

今後の展望

SOEC、AEM、PEM電解装置のそれぞれの強みを活かすことで、水素は幅広い用途で競
争力のあるエネルギーキャリアとなり得ます。SOECは産業規模での脱炭素化を推進
し、AEMはコスト効率と柔軟性を両立させ、PEMは再生可能エネルギーの統合とモビリ
ティソリューションの要となります。これらの技術が成熟し、コストがさらに削減され
ることで、水素エネルギーはグローバルなエネルギー転換において、より中心的かつ不
可欠な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.hydrogenergy.in/blog/soec-vs-aem-vs-pem-electrolyzers

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hydrogenergy.in/blog/soec-vs-aem-vs-pem-electrolyzers


#14 Enerziが強調する水素電解装置の脱炭素化貢献：余剰
再生可能電力を水素として貯蔵し、困難な産業の脱炭素を
支援

概要

Enerziは、水素電解装置が再生可能エネルギーからの余剰電力を使用して水素を生産す

ることで、クリーンエネルギーを水素ガスとして貯蔵する重要な役割を果たすと強調
しています。この技術は、鉄鋼、セメント、化学製造といった脱炭素化が困難な産業
が、石炭や天然ガスの代わりにグリーン水素をクリーンな燃料代替として利用するの

を支援します。これにより、これらの産業は大幅なCO2排出量削減を達成し、持続可
能な未来への移行を加速できます。

公開日 2026年07月28日  Enerzi  国際



詳細

主要成果

Enerziは、水素電解装置が再生可能エネルギーの余剰電力を利用して水素を生産するこ
とで、クリーンエネルギーの貯蔵と、鉄鋼、セメント、化学製造といった脱炭素化が困
難な産業の排出量削減に不可欠な役割を果たすことを強調しています。このアプローチ
は、これらの産業が化石燃料からグリーン水素へ移行するための実現可能な道筋を提供
します。

技術・臨床詳細

クリーンエネルギー貯蔵: 水素電解装置は、太陽光や風力といった変動性の高い再生
可能エネルギー源からの余剰電力を、水素ガスという形で化学エネルギーに変換して
貯蔵します。これにより、電力系統の安定化に貢献し、再生可能エネルギーの利用効
率を最大化します。貯蔵された水素は、需要に応じて発電や燃料として利用可能で
す。

ハード・トゥ・アベート産業の脱炭素化:

鉄鋼製造: 鉄鋼生産では、コークスや石炭が還元剤として使用され、大量のCO2が
排出されます。電解装置で生産されたグリーン水素を還元剤として利用する直接
還元鉄（DRI）プロセスは、CO2排出量をほぼゼロに削減できます。

セメント製造: セメント生産は、石灰石の焼成プロセスで大量のプロセス排出CO2

を発生させます。グリーン水素は、この焼成プロセスに必要な熱源として、また
は将来的に原料の一部として利用される可能性があり、大幅な排出量削減に寄与
します。

化学製造: アンモニアやメタノールなどの化学製品の製造には、現在、天然ガス由
来の水素（グレー水素）が広く使われています。グリーン水素への切り替えは、
これらの製品のライフサイクル排出量を劇的に削減します。



背景・業界文脈

世界のCO2排出量の大部分は、電力生産と産業プロセスに由来しており、特に鉄鋼、セ
メント、化学などの重工業は脱炭素化が極めて困難なセクターとして知られています。
これらの産業は、経済に不可欠である一方で、従来の技術ではクリーンな生産が難しい
というジレンマを抱えていました。グリーン水素技術は、これらの産業が持続可能な未
来へと移行するための主要なソリューションとして、国際的に大きな期待が寄せられて
います。

今後の展望

水素電解装置によるグリーン水素の生産は、再生可能エネルギーの導入を加速させると
ともに、産業界全体の脱炭素化ロードマップにおいて中心的な役割を果たすでしょう。
この技術の普及により、鉄鋼、セメント、化学産業は、石炭や天然ガスへの依存を減ら
し、環境負荷を大幅に低減できるようになります。 Enerziが強調するように、これはエ
ネルギー転換の重要な側面であり、よりクリーンで持続可能な産業経済を構築するため
の基盤となります。

元記事: https://enerzi.co/how-hydrogen-production-electrolyzer-reduce-carbon-emissions/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://enerzi.co/how-hydrogen-production-electrolyzer-reduce-carbon-emissions/


#15 韓国研究者、ニッケル鉄触媒にアルミニウムを組み込
みクリーン水素生産性能を約50%向上

概要

韓国の科学省からの資金提供を受けた研究者らが、ニッケル鉄触媒にアルミニウムを
組み込むことで、クリーン水素生産の性能を約50%向上させる画期的なブレークスル
ーを達成しました。この新しい触媒は、アルカリ水電解システムにおける酸素発生反

応（OER）の主要なボトルネックを効果的に解消し、より少ない電力でより多くの水
素を生産することを可能にします。この技術は、工業規模での応用が期待されてお
り、グリーン水素のコスト削減と普及に大きく貢献する可能性があります。

公開日 2026年07月29日  Energies Media  韓国



詳細

主要成果

韓国の科学省からの資金提供を受けた研究チームが、クリーン水素生産における性能を
大幅に向上させる革新的な触媒技術を開発しました。彼らは、既存のニッケル鉄
（NiFe）触媒にアルミニウム（Al）を組み込むことで、アルカリ水電解システムにおけ
る酸素発生反応（OER）の効率を約50%改善することに成功しました。このブレークス
ルーは、グリーン水素製造のエネルギー効率と経済性を劇的に向上させる可能性を秘め
ています。

技術・臨床詳細

触媒の改良: 従来のNiFe触媒はOERにおいて一定の活性を示しますが、その性能はし
ばしばボトルネックとなっていました。研究者らは、NiFe触媒の表面にアルミニウ
ムを最適に組み込むことで、触媒の電子構造と表面特性を調整し、OERに対する活性
を大幅に向上させました。

性能向上: アルミニウムを組み込んだ新しい触媒は、同等の電力入力に対して約50%

多くの水素を生産できることを実証しました。これは、単位水素あたりの電力消費量
を大幅に削減できることを意味し、グリーン水素の製造コスト削減に直結します。

酸素発生反応（OER）のボトルネック解消: アルカリ水電解におけるOERは、水素生
産全体の効率を制限する主要な反応です。この新触媒はOERの動力学を改善し、より
低い過電圧で酸素を生成できるため、電解槽全体のエネルギー消費が削減されます。

背景・業界文脈

クリーン水素（特にグリーン水素）の生産は、再生可能エネルギーを利用して水を電気
分解することで行われますが、その商業化における主要な課題の一つは、電解槽の効率
とコストです。特に、OERの非効率性は、水素製造における最大のエネルギー損失源と
なっており、この反応を改善する触媒開発が世界中で活発に進められています。韓国の
研究成果は、この分野における重要な進展であり、産業界の関心を集めています。



今後の展望

このアルミニウム組み込みNiFe触媒技術は、その優れた性能と比較的低コストな材料構
成から、工業規模のアルカリ水電解装置への応用が強く期待されています。もし実用化
されれば、グリーン水素の生産コストを大幅に削減し、水素燃料の普及を加速させる強
力な推進力となるでしょう。この技術は、水素経済の実現に向けたグローバルな取り組
みにおいて、韓国が重要な貢献を果たす可能性を示しています。

元記事: https://energiesmedia.com/aluminum-catalyst-hydrogen-production-energy/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://energiesmedia.com/aluminum-catalyst-hydrogen-production-energy/


#16 Patsnapが主要な水素貯蔵技術と企業を特定：高圧・
極低温・化学キャリア・固体材料の4ルート

概要

Patsnapは、水素貯蔵技術が、高圧複合容器、極低温液体システム、化学キャリア、固
体材料という多様な4つの技術ルートで進化していることを特定しました。NPROXX、
Hexagon Purus、OPmobilityは圧縮ガス貯蔵を、Chart Industriesは極低温液体水素貯蔵

を、Hydrogenious LOHC TechnologiesはLOHC（液体有機水素キャリア）を、H2MOF

は固体材料ベースの貯蔵を開発する主要企業として紹介されています。この技術多様
性は、水素経済の広範なニーズに応えるための鍵となります。

公開日 2026年07月28日  Patsnap  国際



詳細

主要成果

知的財産情報プラットフォームであるPatsnapの分析によると、水素貯蔵技術は現在、
大きく分けて「高圧複合容器」「極低温液体システム」「化学キャリア」「固体材料」
という4つの主要な技術ルートで進化を遂げています。この多様なアプローチは、水素
エネルギーの商業化における異なる貯蔵要件と課題に対応するために不可欠です。

技術・臨床詳細

高圧複合容器:

概要: 水素ガスを高圧（350〜700バール）で貯蔵するための軽量で高強度な容器
です。炭素繊維複合材料などで作られ、主に自動車や輸送用途に利用されます。

主要企業: NPROXX、Hexagon Purus、OPmobility（旧 Plastic Omnium）がこの分
野の主要なサプライヤーであり、安全性と効率性の向上に取り組んでいます。

極低温液体システム:

概要: 水素を-253°Cで液化し、断熱されたタンクに貯蔵します。体積あたりのエネ
ルギー密度が高く、長距離輸送や大量貯蔵に適しています。

主要企業: Chart Industriesは、液体水素貯蔵および輸送システムの世界的なリーダ
ーであり、極低温技術の専門知識を持っています。

化学キャリア（LOHC: Liquid Organic Hydrogen Carriers）:

概要: 水素を有機化合物（例えばベンジル・トルエン）に化学的に結合させ、常
温・常圧で液体として貯蔵・輸送します。必要に応じて水素を分離・抽出しま
す。

主要企業: Hydrogenious LOHC Technologiesは、このLOHC技術のパイオニアであ
り、安全で効率的な水素キャリアソリューションを提供しています。

固体材料:

概要: 金属水素化物、MOF（金属有機構造体）、または吸着材料などに水素を吸蔵
または吸収させる方法です。比較的低圧・低温度での貯蔵が可能であり、安全性
向上が期待されます。

主要企業: H2MOFは、MOFベースの水素貯蔵材料の開発に注力しており、高密度
かつ安全な貯蔵ソリューションを追求しています。



背景・業界文脈

水素は、クリーンエネルギーキャリアとしての大きなポテンシャルを秘めていますが、
その貯蔵と輸送は技術的、経済的に依然として大きな課題です。水素の低い体積エネル
ギー密度と高い可燃性のため、安全かつ効率的な貯蔵ソリューションの開発は、水素経
済の普及にとって不可欠です。Patsnapの分析は、各技術ルートがそれぞれの特定の市
場要件（例えば、自動車、定置型、長距離輸送など）に対応するために進化しているこ
とを示しています。

今後の展望

これらの多様な水素貯蔵技術は、互いに競合しつつも、異なる用途や規模のニーズを満
たすことで、水素エネルギーのサプライチェーン全体を強化するでしょう。技術革新と
コスト削減が続くことで、より安全で効率的、かつ経済的な水素貯蔵ソリューションが
普及し、輸送、産業、電力部門における水素の利用拡大を加速させることが期待されま
す。各企業の専門知識が結集することで、水素経済の実現に向けた道筋がより明確にな
ります。

元記事: https://www.patsnap.com/resources/blog/articles/hydrogen-storage-companies/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.patsnap.com/resources/blog/articles/hydrogen-storage-companies/


#18 ヨハネスブルグ大学JENanoグループ、膜を使用しな
いDEFT水素生産技術を開発しコスト大幅削減へ

概要

ヨハネスブルグ大学（UJ）のJENanoグループは、グリーン水素とエネルギー貯蔵技術
を推進し、特に膜を使用しない画期的な水素生産技術「DEFT（Direct Electrolytic

Fueling Technology）」を開発しました。この技術は、従来の膜ベースシステムと比較

して水素の均等化費用を大幅に削減できる可能性があり、電解装置コンポーネント、
燃料電池システム、および水素貯蔵材料の研究も行われています。DEFTは、水素生産
のコスト効率を改善し、グリーン水素の普及を加速する重要なブレークスルーとなる

見込みです。

公開日 2026年07月23日  Engineering News  南アフリカ



詳細

主要成果

ヨハネスブルグ大学（UJ）のJENanoグループは、グリーン水素とエネルギー貯蔵技術
の分野で注目すべき進展を遂げており、特に「DEFT（Direct Electrolytic Fueling
Technology）」と呼ばれる革新的な膜不使用水素生産技術を開発しました。この技術
は、従来の膜ベース電解システムと比較して、水素の均等化費用（LCOH）を大幅に削
減する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

DEFT技術の概要: DEFTは、プロトン交換膜（PEM）やアニオン交換膜（AEM）など
の高価で複雑な膜コンポーネントを必要とせずに、水から水素を直接生産する電気分
解技術です。膜がないことで、電解槽の構造が簡素化され、材料コストと製造コスト
が削減されます。また、膜の劣化に伴う性能低下や寿命の課題も回避できます。

コスト削減のポテンシャル: 膜は電解槽の主要なコスト要因の一つであるため、DEFT

技術は、設備投資（CAPEX）と運用コスト（OPEX）の両面で大幅な削減をもたらす
可能性があります。これにより、生産される水素の均等化費用が低減され、グリーン
水素の経済的競争力が高まります。

JENanoグループの研究範囲: JENanoグループはDEFT技術の開発に加え、次世代の電
解装置コンポーネント（触媒や電極材料）、高効率燃料電池システム、および先進的
な水素貯蔵材料の研究開発にも取り組んでいます。これらの包括的なアプローチによ
り、水素エネルギーバリューチェーン全体での技術革新を目指しています。

背景・業界文脈

グリーン水素は、再生可能エネルギー源を活用したクリーンなエネルギーキャリアとし
て世界的に注目されていますが、その生産コストは依然として普及の大きな障壁となっ
ています。特に、PEM電解装置に不可欠な膜や貴金属触媒は、高コスト要因です。膜を
使用しない電解技術は、これらの課題を克服し、より安価でスケーラブルな水素生産を
可能にする潜在力を持つため、多くの研究機関が開発を進めています。



今後の展望

DEFT技術が実用化されれば、グリーン水素の生産コストを劇的に引き下げ、水素経済の
実現を加速する可能性があります。これにより、水素燃料は輸送、産業、電力貯蔵など
の幅広い分野で、より経済的に魅力的な選択肢となるでしょう。ヨハネスブルグ大学
JENanoグループの研究は、南アフリカだけでなく、グローバルな水素エネルギーの未
来にとって極めて重要な貢献を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.engineeringnews.co.za/article/ujs-jenano-group-advances-green-hydrogen-and-

energy-storage-technologies-2026-07-02

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.engineeringnews.co.za/article/ujs-jenano-group-advances-green-hydrogen-and-energy-storage-technologies-2026-07-02
https://www.engineeringnews.co.za/article/ujs-jenano-group-advances-green-hydrogen-and-energy-storage-technologies-2026-07-02


#19 米国エネルギー省、太陽光と半導体材料を用いた直接
水素生産「光電気化学（PEC）水分解」技術を推進

概要

米国エネルギー省（DOE）は、太陽光と特殊な半導体材料を直接利用して水から水素
を生産する「光電気化学（PEC）水分解」技術を推進しています。この長期的な技術経
路は、温室効果ガス排出量が極めて少ない、またはゼロの可能性を秘めており、クリ

ーン水素生産の新たなフロンティアを開拓します。PEC反応器は、太陽光発電パネル型
のシステムやスラリーベースの粒子システムとして構築可能であり、それぞれ異なる
利点と技術的課題を持っています。

公開日 2026年07月26日  U.S. Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、太陽光と特殊な半導体材料を直接利用して水から水素を
生産する革新的な「光電気化学（PEC）水分解」技術の研究開発を積極的に推進してい
ます。この技術は、再生可能エネルギー源からのグリーン水素生産において、温室効果
ガス排出量が極めて少ない、あるいは全くない可能性を秘めており、将来のクリーンエ
ネルギーシステムにおいて重要な役割を果たすことが期待されています。

技術・臨床詳細

PEC水分解の原理: PEC水分解は、半導体材料が太陽光を吸収して電子と正孔を生成
し、これらが水分子の酸化還元反応を触媒することで水素と酸素を生成するプロセス
です。この技術の最大の利点は、電力を介さずに太陽光エネルギーを直接化学エネル
ギー（水素）に変換できる点にあります。

温室効果ガス排出量の削減: PEC水分解は、太陽光を唯一のエネルギー入力として利
用し、プロセス中にCO2を排出しないため、真のゼロエミッション水素生産を実現す
る可能性を秘めています。これは、気候変動対策において極めて重要な意味を持ちま
す。

PEC反応器の形態:

パネル型システム: 太陽光発電パネルのように、固定された半導体電極（光アノー
ドと光カソード）を用いて水を分解します。集積化が進めば、より高い変換効率
と耐久性が期待されますが、大規模化とコスト削減が課題です。

スラリーベース粒子システム: 半導体粒子を水中に分散させ、太陽光を浴びせるこ
とで水素を生成します。このシステムは、製造コストが比較的低い可能性があ
り、大規模なスケールアップが容易であるという利点があります。ただし、粒子
の分離と回収、および光利用効率の最適化が課題となります。



背景・業界文脈

グリーン水素生産の主流は、再生可能電力を用いた水電解ですが、このプロセスには電
力変換ロスや電解装置のコストが伴います。PEC水分解は、太陽光を直接利用すること
で、これらの課題を克服し、よりシンプルで効率的な水素生産経路を提供する可能性が
あります。世界中の研究機関が、高効率で安定した半導体材料の開発、反応器設計の最
適化、およびスケーラビリティの向上に向けて競争的に取り組んでいます。DOEの支援
は、この革新的な技術の実用化を加速させることを目的としています。

今後の展望

PEC水分解技術がさらに発展し、商業的に競争力を持つようになれば、水素生産のコス
トと環境負荷を大幅に削減できる可能性があります。特に、乾燥地帯や太陽光資源が豊
富な地域での大規模展開が期待され、再生可能エネルギーのフットプリントをさらに広
げるでしょう。この技術は、将来のエネルギーミックスにおいて、化石燃料への依存を
解消し、真に持続可能な水素経済を構築するための画期的なソリューションとなること
が期待されます。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/fuels/hydrogen-production-photoelectrochemical-water-splitting

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/fuels/hydrogen-production-photoelectrochemical-water-splitting


#20 インド政府、再生可能水素消費促進のため「電解装置
リース」イニシアチブ導入を計画

概要

インドは、再生可能水素の消費を促進するため、新たなイニシアチブとして「電解装
置リース」協定の導入を計画していると、インド新・再生可能エネルギー省のディレ
クターが7月23日に発表しました。この制度により、消費企業は高価な電解装置を直接

所有することなく、再生可能水素を受け取ることが可能になります。これは、グリー
ン水素の初期導入障壁を低減し、インドの国家グリーン水素ミッションの目標達成を
加速させるための戦略的な動きです。

公開日 2026年07月24日  S&P Global Commodity Insights  インド



詳細

主要成果

インドは、再生可能エネルギー由来のグリーン水素の消費を加速させるため、画期的な
「電解装置リース」協定を含む新たなイニシアチブを導入する計画を発表しました。イ
ンド新・再生可能エネルギー省のディレクターが7月23日に明らかにしたこの方針は、
グリーン水素プロジェクトの初期導入障壁を大幅に低減することを目的としています。

技術・臨床詳細

電解装置リーススキーム: この制度の下では、水素の消費企業は、高額な資本投資と
なる電解装置を直接購入・所有する必要がなくなります。代わりに、リース契約を通
じて電解装置の運用を外部のプロバイダーに委託し、生産されたグリーン水素を直接
受け取ることができます。これにより、企業の財務リスクが軽減され、グリーン水素
への移行が容易になります。

初期投資障壁の軽減: 電解装置はグリーン水素生産における主要な設備投資
（CAPEX）の一つです。リースモデルは、初期費用を低減し、より多くの中小企業や
新規参入企業がグリーン水素を利用・生産できるようにすることを目的としていま
す。

国家グリーン水素ミッションとの整合性: このイニシアチブは、インドの国家グリー
ン水素ミッションの目標と密接に連携しています。同ミッションは、国内でのグリー
ン水素生産と消費を大幅に拡大し、インドをグリーン水素の主要な生産・輸出国とす
ることを目指しています。

背景・業界文脈

インドは、急速な経済成長と人口増加に伴い、エネルギー需要が飛躍的に増大していま
す。同時に、気候変動対策とエネルギー安全保障の観点から、化石燃料への依存を減ら
し、再生可能エネルギーとグリーン水素への転換を進めることが国家戦略の柱となって
います。しかし、グリーン水素生産のための電解装置は依然として高価であり、多くの
企業にとって多額の初期投資が課題でした。「電解装置リース」は、この投資障壁を乗
り越えるための実用的なソリューションとして期待されています。



今後の展望

「電解装置リース」イニシアチブの導入は、インドにおけるグリーン水素の普及を加速
させる強力な推進力となるでしょう。この制度により、より多くの産業がグリーン水素
を利用するようになり、輸送、産業、電力部門の脱炭素化に貢献します。インドは、こ
の革新的な政策を通じて、グリーン水素エコシステムを構築し、グローバルなクリーン
エネルギーリーダーとしての地位を確立することを目指しています。これは、世界のエ
ネルギー転換においてインドが果たす役割を強化し、持続可能な未来への移行を加速さ
せるでしょう。

元記事: https://www.spglobal.com/energy/en/news-research/latest-news/energy-transition/072326-

india-plans-electrolyzer-on-lease-initiative-to-boost-renewable-hydrogen-official

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spglobal.com/energy/en/news-research/latest-news/energy-transition/072326-india-plans-electrolyzer-on-lease-initiative-to-boost-renewable-hydrogen-official
https://www.spglobal.com/energy/en/news-research/latest-news/energy-transition/072326-india-plans-electrolyzer-on-lease-initiative-to-boost-renewable-hydrogen-official


#21 米国エネルギー省、マテリアルハンドリング機器向け
水素貯蔵システムの技術目標を公開

概要

米国エネルギー省（DOE）は、フォークリフトなどのマテリアルハンドリング機器向
けの水素貯蔵システムに関する技術目標をまとめました。これらの目標は、水素容
量、体積容量、システムコスト、耐久性、運用性、充電/放電速度、燃料純度など、多

岐にわたるパラメータを網羅しています。特に、CSA HPIT 1などの水素品質基準を満
たすことが求められ、産業現場での安全性と性能確保を重視しています。この取り組
みは、特定の産業用途における水素燃料の普及を加速させるものです。

公開日 2026年07月26日  U.S. Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、フォークリフトをはじめとするマテリアルハンドリング
機器向けに特化した水素貯蔵システムの技術目標を策定・公開しました。これらの目標
は、水素容量、体積容量、システムコスト、耐久性、運用性、充電/放電速度、燃料純
度など、性能と安全性を確保するための幅広いパラメータを網羅しており、特定の産業
用途における水素燃料の普及を戦略的に推進するものです。

技術・臨床詳細

包括的な技術目標: DOEが定めた技術目標は、以下の主要なパラメータに焦点を当て
ています。

水素容量と体積容量: 機器の稼働時間を確保し、スペース効率を最大化するための
貯蔵量。

システムコスト: 従来のバッテリーシステムや化石燃料システムに対する経済的競
争力を確保するための目標コスト。

耐久性: 厳しい産業環境での長期間の使用に耐えうる貯蔵システムの寿命。

運用性: 迅速な燃料補給、容易なメンテナンス、広い動作温度範囲など、現場での
使いやすさ。

充電/放電速度: 効率的な作業フローを維持するための、水素の迅速な充填および
供給能力。

燃料純度: 燃料電池の性能と寿命を保証するための、CSA HPIT 1などの厳格な水素
品質基準の遵守。

安全性基準の重視: マテリアルハンドリング機器が稼働する産業現場では、高い安全
性が求められます。DOEの目標は、水素の取り扱いと貯蔵における厳格な安全プロト
コルと基準の遵守を強調しており、これにより作業員の安全と施設の保護が図られま
す。



背景・業界文脈

フォークリフトなどのマテリアルハンドリング機器は、倉庫、工場、物流センターで広
く使用されており、多くはバッテリー式またはプロパン/ディーゼル燃料で稼働してい
ます。バッテリー式は充電時間が長く、プロパン/ディーゼルは排出ガス問題がありま
す。水素燃料電池システムは、迅速な燃料補給、排出ガスゼロ、安定した性能という利
点から、これらの課題を解決する有望な代替策として注目されています。DOEの技術目
標は、この市場における水素燃料電池技術の商業化と標準化を加速させることを目的と
しています。

今後の展望

DOEによって設定されたこれらの明確な技術目標は、水素貯蔵システムの研究開発者、
製造業者、および採用企業にとって重要なロードマップとなります。これらの目標が達
成されれば、マテリアルハンドリング機器セクターにおける水素燃料電池の導入が大幅
に加速し、関連するサプライチェーンの発展を促すでしょう。これにより、物流・産業
現場の脱炭素化が促進されるだけでなく、水素インフラの初期段階における重要な需要
を創出し、より広範な水素経済の発展に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/fuels/doe-technical-targets-hydrogen-storage-systems-material-

handling-equipment
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